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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年2月7日(2013.2.7)

【公開番号】特開2011-128277(P2011-128277A)
【公開日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2011-026
【出願番号】特願2009-285065(P2009-285065)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月17日(2012.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、本発明は以下の通りである。
（ｉ）静電潜像担持体に形成された静電潜像を、トナー担持体上に担持させたトナーによ
り現像して可視化する現像工程を有する画像形成方法において、
　該トナー担持体は、少なくとも基体及び前記基体表面に形成された樹脂層を有しており
、前記樹脂層は少なくとも下式（１）及び（２）に示されるユニットを少なくとも含有す
る樹脂、導電性粒子を含有し、
　該トナーは、少なくとも結着樹脂と着色剤を含有するトナー粒子と無機微粉体を含有し
、該無機微粉体の等電点が１．０以上７．０以下であることを特徴とする画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
【化２】

［式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ4は炭素数１乃至４のアルキレン基を示
し、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7のうち一つは炭素数４乃至１８のアルキル基、その他の基は炭素数１
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乃至１８のアルキル基を示し、Ｘは、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｃ6Ｈ4－のいずれか
であり、Ａ-はハロゲン類、または塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸、硝酸等の無機酸類
におけるアニオン、またはカルボン酸、スルホン酸の如き有機酸類におけるアニオンのい
ずれかである。］
（ｉｉ）無機微粉体が、１００ｋＨｚ，４０℃における誘電率が５０ｐＦ／ｍ以上５００
ｐＦ／ｍ以下であることを特徴とする画像形成方法。
（ｉｉｉ）無機微粉体が、一次粒子の個数平均粒径が８０ｎｍ以上４００ｎｍ以下である
ことを特徴とする画像形成方法。
（ｉｖ）トナー担持体が、前記樹脂層に熱硬化樹脂を含有することを特徴とする画像形成
方法。
（ｖ）アクリル樹脂中に含有している前記ユニット（１）及び（２）のユニット組成比を
それぞれａ、ｂ、とした時、ｂ／（ａ＋ｂ）が０．５以上０．９以下であることを特徴と
する画像形成方法。
（ｖｉ）アクリル樹脂が該熱硬化性樹脂１００質量部に対して１質量部以上４０質量部以
下で添加されていることを特徴とする画像形成方法。
（ｖｉｉ）静電潜像担持体に形成された静電潜像を、トナー担持体上に担持させたトナー
により現像して可視化する現像工程を有する画像形成方法に用いられるトナーにおいて、
　該トナー担持体は、少なくとも基体及び前記基体表面に形成された樹脂層を有しており
、前記樹脂層は少なくとも下式（１）及び（２）に示されるユニットを少なくとも含有す
るアクリル樹脂、導電性粒子を含有し、
　該トナーは、少なくとも結着樹脂と着色剤を含有するトナー粒子と無機微粉体を含有し
、該無機微粉体の等電点が１．０以上７．０以下であることを特徴とするトナー。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】

【化４】

［式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ4は炭素数１乃至４のアルキレン基を示
し、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7のうち一つは炭素数４乃至１８のアルキル基、その他の基は炭素数１
乃至１８のアルキル基を示し、Ｘは、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｃ6Ｈ4－のいずれか
であり、Ａ-はハロゲン類、または塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸、硝酸等の無機酸類
におけるアニオン、またはカルボン酸、スルホン酸の如き有機酸類におけるアニオンのい
ずれかである。］
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　静電潜像担持体に形成された静電潜像を、トナー担持体上に担持させたトナーにより現
像して可視化する現像工程を有する画像形成方法において、
　該トナー担持体は、少なくとも基体及び前記基体表面に形成された樹脂層を有しており
、前記樹脂層は少なくとも下式（１）及び（２）に示されるユニットを少なくとも含有す
る樹脂、導電性粒子を含有し、
　該トナーは、少なくとも結着樹脂と着色剤を含有するトナー粒子と無機微粉体を含有し
　、該無機微粉体の等電点が１．０以上７．０以下であることを特徴とする画像形成方法
。
【化１】

［式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ2は炭素数８乃至１８のアルキル基を示
す。］
【化２】

［式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ4は炭素数１乃至４のアルキレン基を示
し、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7のうち一つは炭素数４乃至１８のアルキル基、その他の基は炭素数１
乃至１８のアルキル基を示し、Ｘは、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｃ6Ｈ4－のいずれか
であり、Ａ-はハロゲン類、または塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸、硝酸の無機酸類に
おけるアニオン、またはカルボン酸、スルホン酸の如き有機酸類におけるアニオンのいず
れかである。］
【請求項２】
　該無機微粉体は、２ｋＨｚ，４０℃における誘電率が５０ｐＦ／ｍ以上５００ｐＦ／ｍ
以下であることを特徴とする請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
　該無機微粉体は、一次粒子の個数平均粒径が８０ｎｍ以上４００ｎｍ以下であることを
特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
　該トナー担持体が、前記樹脂層に熱硬化性樹脂を含有することを特徴とする請求項１乃
至３の何れか一項に記載の画像形成方法。
【請求項５】
　該樹脂中に含有している前記ユニット（１）及び（２）のユニット組成比をそれぞれａ
、ｂとした時、ｂ／（ａ＋ｂ）が０．５以上０．９以下であることを特徴とする請求項１
乃至４の何れか一項に記載の画像形成方法。
【請求項６】
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　該樹脂が該熱硬化性樹脂１００質量部に対して１質量部以上４０質量部以下で添加され
ていることを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載の画像形成方法。
【請求項７】
　静電潜像担持体に形成された静電潜像を、トナー担持体上に担持させたトナーにより現
像して可視化する現像工程を有する画像形成方法に用いられるトナーにおいて、
　該トナー担持体は、少なくとも基体及び前記基体表面に形成された樹脂層を有しており
、前記樹脂層は少なくとも下式（１）及び（２）に示されるユニットを少なくとも含有す
る樹脂、導電性粒子を含有し、
　該トナーは、少なくとも結着樹脂と着色剤を含有するトナー粒子と無機微粉体を含有し
、該無機微粉体の等電点が１．０以上７．０以下であることを特徴とするトナー。
【化３】

［式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ2は炭素数８乃至１８のアルキル基を示
す。］

【化４】

［式中、Ｒ3は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ4は炭素数１乃至４のアルキレン基を示
し、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7のうち一つは炭素数４乃至１８のアルキル基、その他の基は炭素数１
乃至１８のアルキル基を示し、Ｘは、－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｃ6Ｈ4－のいずれか
であり、Ａ-はハロゲン類、または塩酸、臭化水素酸、硫酸、リン酸、硝酸の無機酸類に
おけるアニオン、またはカルボン酸、スルホン酸の如き有機酸類におけるアニオンのいず
れかである。］
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